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 蒸し暑い日が続いています。 

熱中症が命に関わってくることを実感するようになりました。熱中症に

かからないために、ひとりひとりができる対策をしていきましょう。 

 

 

 

 落ち着いたかのようにみえたコロナ感染症も現在は増えつつあります。しかし、今は、熱中症にかか

らないようにすることが、大切な季節です。登下校にはマスクを外し、体育の際にも外すように呼びか

けています。 

マスク生活が日常化したことで、「素顔を見せることに抵抗がある」という子どもたちがいます。誰

もが安心してマスクを外すことのできる環境を作るために、ご家庭でも声がけをお願いいたします。 

※ただし、家族に医療従事者や重傷かリスクの高い方がいるなど、感染を最大限防ぐためマスクをしたい人、あるい

は、アレルギー疾患（花粉症など）のためマスクの着用が必要な人。一方、触覚、嗅覚など感覚過敏などでマスク着用

が困難な人がいる。など、人は、それぞれ様々な事情を抱えていることもあることを子どもたちが理解し、マスク着用に

ついてはお互いの対応を尊重できるようにしていきます。 

 

 

 

 

 心が不安定になりやすい中学生。困ったときつらいとき、あなたの心の声に耳を傾けてくれる人はき

っといます。『大丈夫。あなたはあなたのままでよいからね』と伝えたいです。休み明け待っています。     
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熱中症対策とコロナ感染症対策       マスク編 

「今 話したい誰かがいる」 SOSを出してください。 


